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望ましい考え（ピリピ4:6-7）
　
　まず、皆さんの祈りに支えられて、青森のキャンプに行ってまいりました。今回も、いろいろな出会いや出来事がありました。未信者との出会いもあるし、クリスチャンとの出会いもありましたし、予備の時につながりのあった人が、結局は統一教会の人間だったり、いろいろなことがありました。最終的には、韓国人の協力者一人と日本人の教会にこれから続けてフォローするために行くという結果が与えられるようになりました。普段もそのように思っていますが、現場に行っていろいろな人と会ってお話をしてみると、特に現場のクリスチャンの方々とのお話の中でつくづく感じること、考えさせられることは、皆がせっかくクリスチャンなのに、クリスチャンとして望ましい正しい考え、思いではなく、違うものにだいぶ捕らわれて苦労していらっしゃるのだなということです。もちろんそれは現場にいるクリスチャンだけではないでしょう。私たちも実はそんなに変わりはないと思います。でも、それは非常に大切です。クリスチャンが何を考えているのか、どう思っているのかによって、その人の人生はそのように進むものではないでしょうか。どのように見ているのか。何を考えているのかが、実は形になってしまうものなので、それがその人の人生だと言っても過言ではないでしょう。それなのに、クリスチャンは、クリスチャンとしての望ましい正しい考えがあるはずなのに、実際にお話をしてみるとそうでないなとよく感じます。それでぜひ皆さん、せっかく私たちがクリスチャンになり、神の恵みに預かるようになりましたので、クリスチャンにふさわしい望ましい考えの主になってもらいたいなと願います。
　パウロもピリピの教会に手紙を書いたときに、このようにお話をしています。何も思い煩わないで、神様にお祈りをささげなさい。そうすると、人のすべての考えにまさる、私たちの普通の考えはふさわしくない、望ましくないということでしょう。それにまさる、神の平安が、あなたがたの心と思いをキリスト・イエスにあって守ってくれます。険しい環境をすぐに変えるとは言わないで、思いと心を、その人の考えを守ってくださる。しかも、私たちの考えにまさる神様の平安の中でキリスト、イエスに遭って守ってくれます。思いと心、私たちの考えが正しいものに、神様がご覧になったときに、望ましいものに守られるということが答えであり、それこそが人生の勝利です。そのために、何が前提なのかというと、何も思い煩わないようにと言われています。思い煩うというのはどういう話でしょうか。簡単に申し上げると、物事を悪い方向に見て、悪く扱うというのが思い煩うということでしょう。どんなに厳しい問題があっても、良い方向に見ていれば思い煩うということはないでしょう。思い煩うというのは、悪く見ているということです。子どもに問題があり、自分自身に弱点があるかもしれません。周りから誤解される場合もあるでしょう。問題は、それをどのように見て扱うかということです。悪く見てしまうと、心配に捕らわれ思い煩うようになります。ときには、年を取っていくこと、体が弱っていったり、記憶力も衰えて行ったりします。誰でもです。ちょっとした差はあるかもしれませんが。それを悪く思うのか、良い方向に思うかによって、年を取ることだけでも思い煩う人がいるのです。そうすると、人生そのものが思い煩うそのものの現れになります。皆さんも聞いたことがあるでしょう。悲しい歌ばかり歌う歌手は、人生そのものが悲しい道をたどり、結局は、悲しい結果に結びつくようになった。そういうものです。それほど人の思い、考えは、その人の人生を左右するものであると言っても過言ではありません。その望ましい考え、正しい考えのために、思い煩わないといけないのですが、そのためには何が良いのか、何が悪いのかに対しての正しい理解がまず求められるでしょう。その人がこれはよし、これは悪いと、自分なりに持っていると、それによって悪い、良いということを決めつけるようになります。ですから、クリスチャンにとって何がよし、何が悪いなのか、それをしっかり理解することによって、良い、悪いの理解も変わるようにならないといけません。今、ともに同じ場所で同じメッセージを聞き、礼拝をささげている兄弟姉妹の皆さんであっても、ある人は物事がうまくいっており、何もかも上手にできる人がいるかもしれません。でも、たぶん半分以上、本当は99%以上と言いたいのですが、半分以上はうまくいかないし、上手にできないから葛藤を覚えたり悩んでいらっしゃるかもしれません。そのことによって、良い悪いという方向に分かれると、結局は思い煩うようになり、心と思いが望ましいものになりません。そうすると、人生、その方向に流れるしかありません。まず考えて見てください。何もかも上手にできること、物事がすべてうまくいくこと、だからといって必ずいいと言えるものなのでしょうか。それでよしなのでしょうか。私たちは何の疑いもせず、当たり前にそう思い込んでいるのです。もしそういう思いがあれば、結局、裏返しますと、上手にできないときに、才能がない場合、またうまくいかないで思いどおりにいかないときは、それが悪いものになるしかありません。それが良いものであれば。今難しい話ではありません。質問しているのです。何もかも上手にでき、物事がうまくいくから、それはよしと皆さんが思っていれば、自動的に裏返しますと、上手にできない、成績も悪い、才能もあまりない、仕事も上手にできない、頭も悪い、物事がうまくいかない、思い描いた通りになるものがほとんどない場合は、即座にそれは悪いものになるのです。悪い方向に、悪く思うしかありません。その結果、思いと考えが暗くなるしかないし、思い煩うし心配に捕らわれるしかないし、悲しみに暮れるしかありません。なぜでしょうか。うまくいかないから。上手にできないから。弱点だらけだから。もしそのように思うしかないとすれば、聖書は読む必要がありません。聖書には、どこを見てもそのような話はないのに、私たちが、特にクリスチャンなのに勝手にそのように思い込んでいるのです。
　代表的に創世記39：1-3を見ると、ヨセフの話が出ています。そこに主がヨセフとともにおられるから、ヨセフは幸運な人であってと書いてあります。この幸運という訳がふさわしいかどうかはいろいろ考えなければなりません。でも、その意味は何もつまずくことなく、何も引っかからずにずっとすいすい通るという意味なのです。ヨセフの状況を見てそのように言われているのですが、だからよしなのです。ヨセフが何もかも上手にできて、物事がすべてうまくいっているからそう言われるのですよね。私たちの基準であれば。でも、当時、ヨセフの状況はどうだったでしょうか。自分の石とは全く関係なく、自分は夢を持っていたのですが全く関係なく、いじめられて奴隷として売られ、今奴隷の生活が始まっているのです。それなのに幸運な人と言われます。神がともにおられるから。めちゃくちゃ、ぐじゃぐじゃになっていると幸運なのか。そういう変なお話ではありません。ただ私たちが当たり前に、何も疑わずにそうだと思っていることが、実はそうでない場合がほとんどなのです。そういう感覚で聖書を見たり、メッセージを聞いてもらいたいなと思います。だから何もかも上手にできて、物事が何もかもうまくいく、だからよしと言い切れるか。そういう思いが今あるでしょ。そうならば裏返しますと、そうでない場合は、悪いと思っていることなのです。悪いと思っているのは、思い煩いにつながるでしょう。ですから、心と思いが平安と正しいものに守られていないわけです。その心と思いのままに今流れているということでしょう。そこを修正しないといけません。

　何が人間にとってよし、何が悪いかを正しく理解するためには、まず人間に対しての正しい理解が求められます。ご存知のように人間は、動物でも機械でもありません。ただ動いていればよいという単純細胞のような存在ではありません。人間は神のかたちに造られた特別な存在です。つまり、神様抜きにしては何も言うことができない存在なのです。最初から、そのように造られました。それが人という存在です。魚が水の中を泳ぐようになっているのと同じように、気が土の中に根を下ろしてこそ生きていけるように定められているのと同じように、人間というものは神のかたちなので神様とともにいて、神様のいのちをいただいて、神様の祝福をいただいて生きる存在です。それが人間です。だから、魚にとって一番大事なのは水です。水なしでごちそうがあったり、高級ブランドのバックが与えられたとしても魚にとってはよしではありません。同じように、人間にとって一番大切なのは、食べるか飲むかの前に神様ご自身なのです。そのことをイエス様がおっしゃいました。パンだけで生きる者ではなくて、神の口から出るひとつひとつの言葉によって生きるものなのだ。ですから、人を正しく理解すれば、人にとって一番よしと言えるのは、神がともにおられて、神の祝福に預かることなのです。昔、賢者も言いました。歴史を見ながら、人の人生そのものを見ながら、人間はそんなものではない。心に大きな穴が空いていて、世にあるどんなすばらしいものでも埋められない、神様ご自身でなければ埋められないものなのだ。つまり、人間お飢え渇きは終わることはないと。それが人間です。神なしでどんなにすごいことがあったとしても、よしとは勝手に言えない存在です。

だから、人間にとって一番大切なのは、神さまを求めることです。それこそがよしです。たとえ物事がうまくいって、神さまを求めて神の栄光をさらに見るようになったとすれば、それこそよしなのです。しかし、死の影の谷を歩いていても、それを通して神様を求めるようになったのであれば、パッケージでセットでよしなのです。このような理解がないと、まずこころと思いが守られないと、人生の勝利は期待できないし、祈りも正しくできないし、クリスチャンとしての神が備えられた祝福を当たり前に獲得し味わうはずなのに、その門が開かれません。なぜなら、まず思い煩ってしまうからです。まず悪い方向に行ってしまうからです。先ほども申し上げましたように、何もかも上手にでき、物事がうまくいくというのは、100あれば10ぐらいしかないのではないでしょうか。そうすると、90はいつも思い煩うしかありません。その間に、心と思いはずっと道外れになってしまいます。それだけです。なぜでしょうか。私たちが悪いからではなくて、何が自分にとって、人間にとって、よしなのか悪いなのかに対しての理解が昔のまま、未信者と全く同じなのです。クリスチャンとして望ましい考え、人生の勝利のための正しい思いは何でしょうか。どこにあるでしょうか。まずは人を正しく理解しないといけません。
ですから、神を求めることです。しかし、ご存知のように、神様に会うことができない罪人なので、私たちが神様を求めて神様と出会い、その中にあるすべての祝福を自分のものにすることができるために、神様がキリストを与えられました。キリストは神様と出会う道です。人間にとってよしと言える、唯一の内容、神を求めて神様と出会い、神との出会いの祝福を味わうための道です。わたしはいのちであり、道であり、真理です。私を通してなければ、だれひとり父のみもとに来ることはできません。キリスト。つまり、人間にとって一番大事なこと、一番よしということができるのは、キリストを探し求めることなのです。それがよしです。どんな状況であろうが、たとえ今うまくいかない、今上手にできていない、成績が悪くても、病気を患っていても、人と比べたときに衰える部分だらけであっても、それで悪いと思っていてはいけません。それは基準ではありません。キリストなのか、そうでないのかなのです。そこでそれをきっかけに、それをベースに、それを材料に、もし私がだからキリストだとキリストを求めてキリストを探して行くようになったのであれば、その成績の悪さがセットでよしと認定されるようになっています。このようなる理解がない限りは、ハレルヤと涙を流していても、思いと心と考えがまずやられてしまうので、次が期待できません。それで思いと心を守らないまま、何か形あるものをやろうとすると、余計ちぐはぐするだけです。そんな負担を持たなくても結構です。心と思いが望ましいもの、ふさわしい、正しいものになるようにしてください。
そのためにはよし、悪いの基準はキリストなのです。なぜでしょうか。私たちは人間だからです。神のかたちである人間だからです。それが聖書のお証しです。私たちの内側でこのように整理されないといけません。キリストを求めて、キリストの中に入っていくこと、それがいいこと、善良なこと、それこそ知恵なのです。賢さは何が賢さでしょうか。キリストを求めていくこと、それが賢さなのです。この世において、善良な行為は何でしょうか。貧しいものを助けることではありません。キリストを求めていくことを善というわけです。よしと認められ、よしと言われる、よしと思っていいことは何でしょうか。キリストを求めていくことです。そのように正しく整理してください。実際、そのキリストの中にのみ、人間のまことの幸せがそこにあります。その他にある幸せは、幸せではありません。すべては偽物です。ガラスの幸せです。キリスト、イエスにのみ、まことのいのちがあります。そのいのちこそ、幸せであり、人間に絶対的に必要なまことの安らぎと平安、安息がそこにあります。刑務所の中にいても平安でいられる、死の影の谷を歩いていても、先ほど申し上げましたヨセフのようにいじめられて奴隷になったとしても奪われることのない平安、安息というものがキリストの中にのみあるわけです。だから、キリストを求めていくことがよしであり、そこから離れていくことを悪いというのです。この基準を修正しないといけません。何回も申し上げたでしょう。だから、他の人の話をすると誤解される可能性があるので、いつも自分の話をしますが、母親が早く死んだ。それでよし、悪いと勝手に決めつけられません。それを通して、キリストを求めてキリストに近づくようになったのか、遠ざかったのかによって判断するものなのです。だいぶ時間がかかりましたが、自分はそれを通して寂しくなり、飢え渇きを覚えてアップアップしているうちに、神の恵みによってキリストを求め、キリストに行くようになりました。だから、セットですべてがよしなのです。それをいまだに引きずったり、傷として思っていたり、暗い影を落とすものにしたり、それが思い煩いの材料になったりすることは私にはありません。なぜなら悪いものではないので。悪く思わないようにしてください。
それから、そのキリストは神様に出会う道ですから、まことの神様の中にのみまことの人生の勝利の力があります。キリスト、イエスにのみ。大手会社、一流外資系の会社に行くと、人生の勝利の力が与えられるものではなく、キリスト、イエスの中にのみあるのです。だから、キリストを求めることがよしであり善であり成功であり、それこそが知恵であり、そこにのみ人生のまことの勝利のための力があるし、人生が本当に聖なるものに変わる変化の力がキリスト、イエスにのみあります。また暗い世の中をキリスト、イエスの愛を持って征服して行く力がキリスト、イエスにのみあります。他にはありません。プログラムの中にあるわけではありません。大騒ぎをしながら叫ぶところにあるわけではありません。キリストにのみあります。何がよしなのか。キリストを求めることです。そのようにまずクリスチャンの私たちの内側から整理しないといけません。皆さん、よくヨセフの話は聞いたのではないでしょうか。ヨセフはいろいろありました。まず家庭内で10人の腹違いの兄弟たちにものすごくいじめられ妬まれていました。もしそれを悪いことだと思っていると思い煩いの材料になるでしょう。一人は一人分、十人は十人分、圧倒されてうつになるどころではないと思います。死にたい、死にたいと、たぶん、一秒ごとにそのように思う状況だったと思います。なぜなら、状況が厳しいからではなくて、そういうこと自体、悪いという基準を持っていたのです。でも、ヨセフは違いました。それを悪い、そうでないからいいという基準ではなく、キリストという基準を持っていたので、その状況を持って、だからこそ私にはキリストが必要なのだとキリストを求めていくようになりました。だから、それに引っかかることもなく、傷になることもなく、その厳しい状況の中で世界福音化の幻を見るようになったのです。思いと考えが守られていました。同じ状況で思いと考えが悪い方向に持って行くと、涙を流しため息をすることになってしまうでしょう。同じ状況でも。
皆さん、いかがでしょうか。賛美歌の大部分を作っていたクロスビーという人も同じです。生まれつきではなく、途中で何かによって目が見えなくなりました。最初は暴れていたみたいです。「なぜ私にだけこんな試練が。神様なぜ」と。でも、それはそうでないと良い、事故があると悪いという基準を持っているからでしょう。そうすると、そこから中々、抜け出すことができません。よし、悪いの基準を変えないといけません。何がよしでしょうか。キリストです。なぜなら私は犬ではありません。クロスビーは後で分かりました。この状況を通して、かえって今までには感じることがなかったキリストを求める強い思いを持ってキリストの方にのめり込んでいったのです。それからはこのように告白するようになったでしょう。他の目が開いている正常な人が見ることができないことをいっぱい見て、それが全部賛美になったわけです。思いと考えです。先ほども申し上げましように、ダビデも何の悪いこともしていないのに、悪霊にとりつかれたサウル王に苦しめられて、青年時代を逃亡者として過ごすようになりました。しかし、ダビデはそれを悪く思いませんでした。状況がよければ、皆に認められればよい、そうでなければ悪いことになってしまうので、そのような基準から抜け出して、死の影の谷を歩きながらもキリストを求めました。それをキリストを求める材料にしたのです。その結果、ダビデはいまだに私たちの口で語られる王になりました。パウロも同じでしょう。刑務所の外だからよし、裏返しますと、刑務所の中は悪いことになります。ちっとも悪く思わないで、私を強くしてくださる方にあって、できないことは何もない。私は満足できる秘訣を心得ているのだ。刑務所の外でも中でも別にかまわない。だから、体が苦しければ苦しいほど、それを材料にして、だからキリストを求めてキリストの中に入って、そこにあるいのちのまことの力により触れるようになるので、全部セットでよしなのです。だから、思い煩う暇がありません。悪いことがないので。全部をキリストを求める材料にしているから。思い煩いは何でしょうか。悪く思うから生まれるものです。なぜ悪く思うのでしょうか。良い悪いの基準が、人間的なものだからです。良い悪いは何でしょうか。キリストです。なぜキリストでしょうか。犬ではないからです。分かりますか。だから、上手にできないことをもって、キリストを求めて、キリストの方に行ってください。物事がうまくいかない。もちろんそれも勝手な判断でしょうけれども、それをもって、だからキリストを求めて、キリストにある祝福を求めてそちらの方に行ってください。何もかも悪く思わないでください。悪いものではありません。はっきりと申し上げます。成績が悪いから悪いわけではありません。健康でないから悪いわけではありません。だからといって、子どもたちが、成績が悪いのに「へー悪くないのだって。勉強しなくてもいいよ」という幼稚な変な話ではありません。利用しないように。そういう意味ではありません。キリストを求めてください。正しいふさわしい望ましい考えを持つためです。才能がないから思い煩うのでしょうか。悪いものではありません。あまりスリムな体でないから悪いと思うのでしょうか。誰がそんな風潮を作ったのでしょうか。悪くないです。あまり痩せようとし過ぎて、基準以上に痩せることも気を付けていただきたいと思います。悪いものではありません。だとしたら良いのか。そういう意味ではなくて、良い悪いはキリストなのだから、そういうものを取り上げて良い悪いとあまりこだわらないでください。なぜでしょうか。思いと考えを正しく守るためです。修正して整理したメッセージの中で、つまり、よし悪いというのはキリストなのです。それでキリストを求めることによって、そのキリストにあってクリスチャンとして望ましい正しい考えを所有するようにしていただきたいと思います。

そうすると、最終的にクリスチャンとして望ましい正しい勝利のための正しい考え、思いは何かというと、自分は今から永遠に至るまで何があっても幸せなものだというのが望ましい考えです。状況に関わらず、私は幸いなものなのだ。それから、クリスチャンとして正しい考え、望ましい考えは何かというと、冒頭で申し上げましたように、現場でも教会でもクリスチャンとして望ましい考えを持っていないというのは、今申し上げることが中々見られないということです。なぜでしょうか。キリストを求めずに思い煩っているからです。思い煩わないで、つまり、よし悪いの基準を全部変えて、キリストを求めるよいことをやってください。

そうすると、その中にあってこのような考えが生まれるようになります。この世というところは、どんなに発展し、どんな科学的な業績があるとしても、この世は滅びることが決まっている城なのです。それがクリスチャンとして望ましい考えです。皆さん、そういう考えを持っていらっしゃるのでしょうか。この世の中がうらやましいのでしょうか。永遠に続くと思いますか。クリスチャンとして望ましい考えではありません。この世は滅びるところです。何がどう変わろうが、どんな政策を出そうが、世は滅びる運命に捕らわれているところなのです。言葉を変えますと、キリスト、イエスが絶対的に必要な、キリスト、イエスの他には希望がないところなのです。皆さん、そのような考えを持っていらっしゃるのでしょうか。それを私たちが所有しなければなりません。
それから、その考えを持っているがゆえに、幸いな自分、クリスチャンである自分の存在の理由は、この世にキリストを伝えて、キリストを広めるために存在するのだと、存在に対しての考えも子のようになります。これが望ましい考えです。この考えを持っている人だけが勝利できます。成績のいい人が、実力のある人が成功するのではなく、存在の理由に対して正しく望ましい考えを持っているかどうか、それが神の考えです。クリスチャンなのに、このような考えを持って、これを人生の軸にしている人に、ほとんど会ったことがありません。だから、現場が変わりません。難しいから、厳しいから、自分が弱いから。いろいろ言い訳を言いますが、一切関係ありません。クリスチャンが、クリスチャンらしい考えを持っていればわざが現れます。でも、持っていません。単純に申し上げて、なぜ持てないのでしょうか。思い煩っているからです。思い煩わなくてもいいものを、理解が足りないので、理解が間違っているので、思い煩っているのです。自分の存在の理由、自分は実はこのために生まれ、このために生きるものなのだ。自分の人生は一回限りですが、尊いものなのだね。それから、ふさわしい考えは、キリストの中に入りますと望ましいどういう考えを持つようになるかというと、自分の外見、人間的能力と関係なく、この存在の理由を全うできる十分な祝福がすでに来ている。十分できる。この考えです。なぜなら、主がともにおられ、聖霊による働きなので。クリスチャンの望ましい考えです。だから、祈ればできます。祈れば結構なのだという考え方が、今申し上げました内容に基づいて、それがクリスチャンとして望ましい考えです。私はレムナントの時に、この考え方を自分のものにすれば、その人は何も触れなくても安全だと思います。サミットに立てると思います。違うものがいっぱい入って、望ましくない考えに捕らわれているのです。だから、クリスチャンとして望ましい正しい考えは、今申し上げましたこのような内容です。

最後に申し上げると、このために神様はすべてを働かせて益としてくださる、つまり、悪いことなどありません。そして、この神の契約は誰も止められません。だから、すべてを働かせて益となる。言葉を変えますと、だまされないようにしようではないか。だまされなければいいのです。これがクリスチャンとして望ましい考えです。これを自分の所有とするために、まず思い煩わないようにしないといけません。思い煩わないために、まず何がいいか悪いかに対しての理解を変えないといけません。
結論を言いましょう。先ほども言いましたように、今現在、上手にできていない、何か不器用な方々、物事がうまくいかない。思いどおりにうまくいかない方々、思い煩ったり、失望したり、がっかりしないでください。それは悪いものではありません。あまりにも漬物みたいに強くしつこくなっているから、ここまでお話しても「まさか。そんなはずはない」と言うかもしれませんが、もう一度言います。上手にできない、才能もない、うまくいかない、思いどおりにならないからといって、思い煩わないように。失望しないように。それは悪いことではありません。そこでキリストを忘れることが悪いことです。逆にそれはキリストを思い出して、キリストの方に走っていく材料ではないでしょうか。それから、そういう意味で、今抱えている一番大きな心配の材料をもってキリストに向かって具体的に求めて走って見てください。それぞれあると思います。自分にとって一番心配なもの、悩んでいるもの、気がかりなものをもって、それを悪いと思わずに、それを悪いと思った瞬間、皆さんは思い煩っているわけです。そうすると、次がありません。悪いことではないので、それをいいものに変えてください。キリストを求める材料にして、だから、私にはキリストが必要なのだと、キリストの中にあるいのちと力の祝福が必要なのだということで、キリストの方に向かって走ってみてください。そして、その中にあって、まずは問題の解決ではなく、まことの平安と安らぎを回復するように。それが思いと考えをしっかり守るようにして、それから見逃していた、どこかに落としていた最後に申し上げましたクリスチャンとして望ましい正しい考えを回復しましょう。私は幸い、この世は滅びるところなのだ。キリスト以外には希望はない。そのために私は存在する。またそれが十分できるものだ。そして、そのためにはすべてが益となるものだという考えを持つようにしてください。

 (祈り)

　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。サタンは間違っている基準を持って、クリスチャンでさえ揺るがして、クリスチャンが本当に暗やみの力を打ち破って勝利の旗を立てることができないように、あらゆる角度から邪魔しています。どうか聖書が言っているよし、悪いの意味を正しく理解して、自分の内側で理解を変えてキリストを求めることをよしと整理して、そのキリストを求めるようにしてください。そこにあるすばらしい祝福を心から感謝し、それを持って望ましい考え方を所有するクリスチャンになるようにしてください。それでひとりひとりの兄弟姉妹を通して、その兄弟姉妹がいるところ、現場において、暗やみの力が砕かれて神の国が臨まれる神のみわざが現れる主人公になるように導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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